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本節では、設定したデータをファイルに出力する方法について説明す

る。ファイルへの出力は、まず、図 2-6-1 のように メニューの[ファイ

ル]→[ファイルへの出力]の選択から始まる。なお、ツールバーＡのフ

ァイル保存チップ*22をクリックしても同じ結果が得られる。 

 

 
 

 

 
メニューで「ファイルへの出力」を選択すると図 2-6-2 に示すファイ

ル出力ダイアログが表示される。後は、出力するファイルにチェックマ

ークを入れ、「OK」ボタンを押して終了する。 

ここでは、演習データを出力するため、構造ファイル(struct.dat)、

2.6 モデル設定後

の処理

2.6.1 ファイルへ

のデータ出力

図 2-6-1「ファイルへの

出力」メニュー

図 2-6-2「ファイルの

出力」ダイアログ 

*22  
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静的荷重ファイル_1(sload1.dat)、静的荷重ファイル_2(sload2.dat)

にチェックマークを入れよう。構造ファイルをチェックすると、一番下

の情報ファイルに自動的にチェックマークが入り、構造ファイルの出力

と連動するようになっている。情報ファイルは通り芯の情報や現在の進

行状況など、各種の重要な情報が格納されており、多くのデータが構造

ファイル中のデータと補間し合うようになっている。そのため、構造フ

ァイルのデータが更新されると、情報ファイルも同時に更新されるよう

設計されている。 

チェックマークを設定した後、OK をクリックするとファイルにデー

タが出力され、図 2-6-3 のメッセージが表示される。このメッセージは

作成した構造物、荷重データが正常にファイル出力されたことを示す。 

 

 
 
 
解析モデルが複雑で一度にデータ入力できない場合、途中でファイル

にデータを出力しておこう。その際、入力したデータに関連するファイ

ルは必ず更新しておかれたい。次に、モデラーを再起動する際、入力が

中途でも、新規作成と同様にモデラーを立ち上げる。システムは、自動

的に入力が中途であるか、新規であるかを判断し、中途入力の場合は、

初期設定処理が省かれ、前回入力した状態に戻ることができる。後は、

通常の方法で CAD 入力を続けることが可能である。 

先に、演習でファイルに出力した解析モデルを呼び戻してみよう。こ

こで、先に入力したデータが正確に設定されているか、あるいは境界条

件や荷重の状態が変わっていないか、確かめてみよう。 

 
 
前節で呼び戻した解析モデルに少し変更を加える。ここでの演習は、

部材要素として弾性モデルを選択した。そこで、同じ断面を用いて両端

ファイバーモデルの部材要素を追加する。 

ツールバーＢの上から 5つ目の要素・断面作成チップ*23をクリックす

ると、図 2-6-4 に示される部材要素を追加するダイアログが表示される。 

2.6.2 解析モデルの

設定が途中の場合の

モデラーの再起動

図 2-6-3 「ファイル出力確認」メッセージ

2.6.3 部材要素の

設定

*23  
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このダイアログには、先に設定した 2つの部材要素が表示されており、

部材要素を追加するために、まず、ダイアログ中の「追加」ボタンを押

す。使用材料設定ダイアログが表示されるので、ここでは、鉄骨と使用

材料を選択する。次に、新たな要素モデルとして両端ファイバーを選択

する。 

 

 
 
「次へ」ボタンを押すと、断面設定用ダイアログが表示される。第

2.3.4 節で、既に鉄骨断面の設定法（データベース使用）について、具

体的な説明が行われている。ここでは、新たに追加された機能について

説明しよう。データベースに登録されていない断面は、「ビルドアップ

図 2-6-4 部材要素

追加ダイアログ

図 2-6-5 使用材料設

定ダイアログ

（両端ファイバー要素

設定）
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断面」ボタンを押す。その際、図 2-6-6a に示すように、その断面と同
じ形状を選択する。ここでは H型鋼が選択されている。ボタンを押すと、

図 2-6-6b に示す H 型鋼断面設定用ダイアログが表示される。ここで所

定のデータを入力した後、「OK」ボタンを押して、設定を終了させる。

この場合、内部計算が採用されることになる。 

 

 

はり断面と柱断面を設定し、「OK」ボタンを押すと、再度要素データ

登録ダイアログが表示される。このダイアログには、新たに追加した断

面が追加表示されている。この表示中で断面番号がマイナス記号となっ

ているが、これはファイバーなど特殊断面データが作成されていないこ

とを表している。この特殊断面データを作成するために、ダイアログ右

の「特殊断面作成」ボタンを押す。 

 

 

特殊断面作成用ダイアログが次のように表示される。ここに表示され

ているデータは、断面作成に必要となるパラメータであり、システムが

有しているデータベースから取り出した値である。ここで、数値を変更

することは可能であるが、部材の剛性などと適合しなくなる場合がある

図2-6-6a 鉄骨断面

設定ダイアログ

図 2-6-7 部材要素追加ダイアログ（両端ファイバー要素作成前状態） 

図 2-6-6b ビルドアップ断

面設定ダイアログ

現在「検索」

ボタンは使

用できない
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ため、一般には、変更はファイバー分割数を変える程度となる。 

 
 
次に、「作成開始」ボタンを押すと自動的に特殊断面データが生成さ

れる。作成が完了すると、次のダイアログに示されるように断面番号が

正の値となっており、既に特殊断面データが作成済みであることを示し

ている。また、同リストで、モデル番号が両端ファイバーモデルの 11

となっていることが確認される。後は、「OK」ボタンを押して、断面の

追加処理を終了する。 

 

 
 
前節では、鉄骨断面の設定方法について述べた。ここでは、鉄筋コン

クリート断面の設定方法について解説する。 

図 2-6-8 特殊断面作成ダイアログ 

図 2-6-9 部材要素追加ダイアログ（両端ファイバー要素作成） 

図 2-6-10「使用材料

設定」ダイアログ

2.6.4 鉄筋コンク

リート断面の

設定
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図 2-6-4 で示す部材要素追加ダイアログで、「追加」ボタンを押し、

「使用材料設定」ダイアログを表示させる。 

まず、このダイアログの鉄筋コンクリート図形上でマウスを一回クリ

ックし、鉄筋コンクリートを選択する。この選択によって、コンクリー

ト、鉄筋（主筋、副筋、せん断補強筋）の使用材料を設定する。次に、

要素モデルを選択する。ここでは両端ファイバーモデルを選択している。

設定が終わると、「次へ」ボタンを押し、右に示すダイアログを表示さ

せる。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このダイアログを用いて鉄筋コンクリート断面を設定する。まず、こ

の断面が使用される部位を選択と断面形状を選択する。この選択によっ

て、符号の先頭記号が自動的に表示される。ここでは、はりを選択して

図 2-6-11「鉄筋コンク

リートの材料・断面設

定」ダイアログ
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いるため、「G」が表示されており、柱を選択すると、「C」が表示される。

この後に、エディトボックスで連続番号などを記入する。これが断面コ

ードとなるので注意して決定されたい。次に、断面寸法を単位 cm で記

入する。ここでは先に選択した断面形状によって入力項目が変更される。 
次に、使用する鉄筋を選択する。ここでは、最初に、主筋、副筋、せ

ん断補強筋の径を選択する。後は、断面内の鉄筋本数とかぶり厚を設定

する。鉄筋法数の設定例を以下に示す。ここで、かぶり厚は、断面表面

から鉄筋断面中心までの距離を表すことに注意されたい。 

 

 

コンクリートの履歴は、せん断補強筋の内部と外部を分けて特性を設

定することができる。図 2-6-11 のように「コンファインドとアンコン

ファインド」を選択すると断面内部と外部の履歴に分けられて設定され

る。断面内部ではコンファインド用のコンクリート履歴であり、かぶり

部分はアンコンファインド用のコンクリート履歴である。他の 2つを選

択すると、各々の履歴が全断面に設定される。これらの履歴特性は、

SPACE が持っているデータベースを用いて設定されるが、これらを変更

することも可能である。「履歴設定」ボタンを押すと、図 2-6-12 に示す

鉄筋本数の設定例 
１．例１ 

 上 下 左 右 
1段目（主筋） 3 3 2 2 
1段目（副筋） 0 0 0 0 
２段目（主筋） 0 0 0 0 

 
２．例２ 

 上 下 左 右 
1段目（主筋） 3 3 2 2 
1段目（副筋） 1 1 1 1 
２段目（主筋） 0 0 0 0 

 
３．例３ 

 上 下 左 右 
1段目（主筋） 4 4 3 3 
1段目（副筋） 0 0 0 0 
２段目（主筋） 1 1 0 0 

 
        ：主筋       ：副筋 
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ダイアログが表示される。同図では、「コンファインドとアンコンファ

インド」を選択している場合は、2つのシートが表示され、各々の履歴

特性を変更することができる。この 2 つのシートの移動は、図上部の

「Confined」と「Unconfined」タブをクリックすることで実行される。 

同図では、まず、履歴モデルの選択を行う。「直線コンクリート型」

か「曲線コンクリート型」であるが、現在のバージョンでは前者のみ選

択可能となっている。次に、履歴特性を変更する場合は、データ設定領

域の「入力」項を選択する。これで、下図のように履歴図の中でデータ

入力領域が変更可能状態となる。ここで、所定の変更を加えた後、履歴

図下にある「データセット」ボタンを押す。これで、図中の値、及び、

ダイアログ最下部にある表に計算された値がセットされることになる。 

後は、ここで設定した情報を使用する場合は「OK」ボタン押し、この

ダイアログを閉じる。制御は、図 2-6-11 に示すダイアログに移ること

になる。また、この設定データを使用しない場合は、「キャンセル」ボ

タンを押すことになる。 

図 2-6-12「コンクリート

の履歴設定」ダイアログ
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次に図2-6-11中にあるせん断補強筋の設定を

行う。まず、図 2-6-13 に示されるせん断補強筋

のタイプを選択する。次に、補強筋ピッチを cm

の単位で設定することになる。断面を設定した

後は、「OK」ボタンを押して完了となる。 

鉄骨鉄筋コンクリート断面、あるいは他の要

素データの入力方法は、第 5 章で詳細に説明す

る。 

 
 

前節では、新しい部材要素を追加した。ここでは、先に設定した部材

要素（弾性要素）から、この部材要素（両端ファイバー要素）に変更す

る方法について勉強しよう。 

今回は、立面図を用いて、はりと柱の部材要素を変更する。まず、立

面図をアクティブにし、「実節点処理」と「集団による設定」に変更す

る。最初、はりを変更するため、ツールバーＢのはり設定チップをクリ

ックする。ラバーバンドで骨組全体を囲うと、図 2-6-14 に示すリスト

ダイアログが表示される。同図より、囲まれた部材の中からはり部材の

みリストされていることが分かる。ここで、表示されている全部材の要

素番号を 3:G02 に変更する。後は、「OK」ボタン押して変更完了となる。 

 

 
 
同様に、ツールバーＢの柱設定チップをクリックする。ラバーバンド

で骨組全体を囲い、柱部材のリストを表示させた後、全部材の要素番号

を 4に変更する。これで、この解析モデルの全部材が両端ファイバー要

図 2-6-14 はり部材のダイアログリスト

2.6.5 部材要素の

再割り付け

図 2-6-13 せん断補強筋の設定 
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素に変更されたことになる。 

この情報をファイルに書き込むため、メニューの

[ファイル]→[ファイルへの出力]を選択する。ファ

イル出力ダイアログの中で、前回と同じファイルに

チェックマークを入れると同時に、特殊断面ファイ

ルにチェックマークを入れ、ファイバー用のデータ

を出力する。後は、「OK」ボタンを押して、ファイ

ルに情報を保存することになる。 

これで、モデラーによる解析モデルの作成が終了

であり、メニューから「終了」を選択する。 

 
 
 
 
 

 
 
先に設定した要素データを変更したい場合がある。ここでは、その操

作法を学ぶことにする。まず、「要素データ登録」ダイアログ（図 2-7-1）

を表示させた後、ダイアログ右の「変更・削除・復帰」ボタンを押す。 

 

 
 
この操作を行ったとき、使用材料が設定されていないとき、自動的に

図 2-7-2 に示される「使用材料設定」ダイアログが表示される。ただし、

既に、使用材料が特定されている場合は、以下の処理はスキップされる。

表示されたダイアログで、使用材料や要素モデルの設定を行う。設定方

法については、第 2-3-4 節を参照されたい。設定が終了すると「次へ」

図 2-6-15 ファイル出力ダイアログ

2.7 要素データの
変更

2.7.1 要素データの

削除

図 2-7-1 「要素データ登録」ダイアログにおける要素の変更・削除・復帰 
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ボタンを押す。この操作で図 2-7-3a,b に示すように、現在登録されて

いる表形式のダイアログが表示される。 

 

 
 
 
 このダイアログで要素データの削除・復帰、及び変更が行われる。こ

のダイアログは、表示データが多いため、構造データに書かれている要

素データと要素モデルの材端情報との 2シートで示されている。 

 

図 2-7-2 「使用材料の設定」ダイアログ 

図 2-7-3b 「使用材料の設定」ダイアログ 

図 2-7-3a 「使用材料の設定」ダイアログ 
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 まず、要素データの削除方法と注意点を説明する。要

素データシート、材端データシートの両者に「現在の状

態」の項目がある。「有効」表示の要素は現在有効とな

っており、部材の設定でこの要素を使用することができ

る。要素番号２を削除 
 要素番号 3の要素を削除してみよう。まず、どちらの

シートでも良いが、「有効」表示の上でクリックすると、

図 2-7-4 のようにコンボボックスが現れ、そこで削除を

選択する。これでこの要素が削除されたことになる。後

は、このダイアログで、「OK」ボタンを押し、さらに、

図 2-7-1 に示す「要素データ登録」ダイアログで「OK」ボタンを押すこ

とで、この要素が削除されたことになる。途中で、ダイアログで「キャ

ンセル」を押して操作を中止すると、無論、その削除処理は無効となる。 

 部材の削除と同様に、この要素

データの削除処理は、関連する情

報を全て削除しているわけではな

い。該当する要素コードを無効と

しているだけで、実際に情報を全

て削除処理が実施されるまで、シ

ステムはこの要素に関連する情報

を保持している。従って、次節で

示すように、この削除した要素を

復帰させることも容易である。 

 実際の削除処理は、構造データ

及び特殊断面データをファイルに

出力する際行われる。さらに、図

2-7-5 のメニューを選択すること

で、ユーザーが強制的に削除処理

を実施することも可能である。同

時に削除された部材の情報も実際

に削除されることになる。削除処理が終了すると図

2-7-6 に示す。終了メッセージが表示される。 

 次に、この削除処理を実施にあたって、注意すべ

き点について述べる。要素を削除すると、図 2-7-2b

に示されている特殊断面データも削除される。先に

削除した要素 3 では、特殊断面番号 3 の情報も削除

図 2-7-4 要素データの削除

図 2-7-5 部材・要素・断面データの更新 

図 2-7-6 削除処理終了メッセージ 
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されることになる。ただし、他の要素がこの特殊断面を使用している場

合は削除されることはなく、要素データのみ削除される。さらに、この

要素データも部材がこの要素を使用している場合は、実際に削除される

ことはなく、先の削除処理によって、自動的に復帰して有効となってし

まう。また、この削除処理が実施されると部材、要素、特殊断面データ

も再び復帰できないことになるので、実施に当たっては特に注意された

い。 

 
 
 削除された要素は、削除処理が実施され邸内場合は、復帰することが

可能である。まず、「要素データ登録」ダイアログ（図 2-7-1）を表示

させた後、ダイアログ右の「変更・削除・復帰」ボタンを押す。図 2-7-7

に示す要素データ変更ダイアログが表示され、先に削除した要素番号３

の現在の状態は「削除」となっていることが分かる。 

 

 
 
 要素を復帰させるために、要素番号 3 で現在の状態にマウ

スを合わせ、クリックすると、図 2-7-8 のようにコンボボッ

クスが表示される。ここで、再度「有効」を選択するとこの

要素は、削除から復帰して有効となる。この際、この要素に

付属する特殊断面データも復帰することになる。部材の割付

などで、この要素がコンボボックスに表示されるようになる。

ただし、削除と同様、要素データ変更及び要素データ登録ダ

イアログで、「OK」ボタンで終了することが必要であり、「キ

ャンセル」では、この復帰は無効となる。 

 
 
 
 最後に、要素データの変更操作について説明する。要素データの削除

と復帰と同様に、「要素データ登録」ダイアログ（図 2-7-1）を表示させ

2.7.2 要素データ

の復帰

図 2-7-7 「要素データ変更」ダイアログ 

図 2-7-8 要素データ復帰

2.7.2 要素データ

の復帰

2.7.3 要素データ

の変更
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た後、ダイアログ右の「変更・削除・復帰」ボタンを押す。要素データ

変更ダイアログが図 2-7-9 のように表示される。 

 ここで、最も単純なデータ変更は、そのダイアログの表中に表示され

ているパラメータを変更することである。図 2-7-9a のように、変更部

分にマウスを移動し、直接数値を入力する。これで、この要素の該当す

る値が変更されることになる。無論、先に述べたようにダイアログを全

て「OK」ボタンで閉じる必要がある。図の例では、要素番号 2番の要素

モデルが 11 番の両端ファイバーモデルから 12 番の両端・中央ファイバ

ーモデルに変更になった。この変更に伴って、材端シートの中央断面番

号の項で、特殊断面番号を設定する必要がある。 

 

 
 次の変更例は、材端データシートで、名称あるいは特殊断面番号の変

更を行うことが可能である。図 2-7-9b の例では、要素 i 端の特殊断面

番号が 4から 5に変更されている。無論、この断面番号は、既に登録さ

れた特殊断面番号でなければならない。 

 上記 2例で注意しなければならないのは、ここで変更した情報は、構

ここでは、要素モデ

ルを 11番から 12番

に変更した 

図 2-7-9a 「要素データ変更」ダイアログでパラメータの変更 

ここでは、その要素

の断面番号を4から

5 に変更した。この

要素モデルは両端

で異なった断面を

有することになる 

図 2-7-9b 「要素データ変更」ダイアログでパラメータの変更 
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造データの断面特性に影響を与えるのみで、特殊断面データの中身には

変更が及ばないことである。つまり、構造データの中身と特殊断面デー

タの断面特性が異なることになる場合がある。変更を行う場合は、この

ことに十分に注意する必要がある。 

 次に、特殊断面データを変更する場合について説明する。現行バージ

ョンでは、全てのモデルについて、特殊断面データを変更できるわけで

はない。次の例で示すファイバーモデルのみ変更可能となっている。 

 まず、図 2-7-10 に示すように、変更したい特殊断面を有する要素番

号で、現在の状態を「断面変更」に変更する。次に、ダイアログ上の「断

面変更」ボタンを押す。 

 

 
 
 この操作で次のダイ

アログが表示される。

ここでは、まず、特殊

断面データを変更した

とき、その情報を用い

て、構造データ用の断

面特性を変更するか否

かを選択する。変更を

選択した場合、次のダ

イアログで特殊断面を

作成すると、その情報

でこの要素の断面特性

が、この特殊断面で計

算された値に全て変更になる。 
次に、変更用の断面番号を選択する。その要素に付属する特殊断面数

が表示され、その中から変更する特殊断面の断面番号を選択する。ただ

図 2-7-10 特殊断面データの変更 

図 2-7-11 「変更用断面番号の選択」ダイアログ 
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し、表示の断面数は、同一断面を 1 として数え

ている。全て設定した後、「OK」ボタンを押して、

次のステップへ進む。 

変更前の使用材料と同一の断面設定ダイアロ

グが表示される。その際、符号は変更前の名称

が表示されているが、他のパラメータはセット

されていない。このダイアログを用いて変更後

の特殊断面を作成する。各入力領域の設定方法

は、新規の場合と全く同じである。断面設定を

全て終了した後、「OK」ボタンを押して、断面設

定操作は終了する。制御は、図 2-7-10 の特殊断

面データ変更ダイアログに移ることになる。 

 制御が戻ったダイアログを見ると、変更した

要素の「現在の状態」は断面変更から有効に戻

っている。また、断面番号は仮番号の 62 となっ

ており、しかも負の値となっている。これは、

実際の断面特性が計算されていないことを表す。

さらに断面特性が変更する場合は、続けて同じ操作を続行する。特殊断

面を変更する場合は、一つ一つ上記の操作を行うことになる。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 変更後は、このダイアログの「OK」ボタンを押して終了し、図 2-7-1

の要素データ登録ダイアログに戻る。ここで、ダイアログ右の「特殊断

面作成」ボタンを押し、図 2-7-14 に示すダイアログで実際の断面を作

成する。これらの操作は断面を新規に作成する場合と同様である。 

図 2-7-12 「鉄骨の材料断面・設定」ダイアログ

図 2-7-13 特殊断面変更後の表示 

図 2-7-14 「特殊断面作成」ダイアログ 
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 特殊断面作成ダイアログで、作成開始」ボタンを押し、特殊断面を作

成する。制御が要素データ作成ダイアログに戻り、当該要素を見ると断

面番号が負記号から正に変わっている。これは、特殊断面が作成された

ことを意味する。ただし、ここでも特殊断面番号は仮番号となっている。

最後に、このダイアログで「OK」ボタンを押し、要素データ変更処理を

終了する。その際、断面番号が仮番号から元の番号に取り替える処理が

行われることになる。ここで、「キャンセル」ボタンを押して終了する

と、ここでの操作は全て無効となる。 

 

 再度、要素データ登録」ダイアログを表示させ、先に変更した要素を

見ると、仮断面番号から元の番号に変更になっていることが分かる。 

 

 

 
 
 登録あるいは変更した要素データと特殊断面データのリストを下記

のように表示することができる。 

 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

                 要素データ一覧 

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 要素番号  状態  型     符号             名称              形状  材料  材種               断面番号 

     1         0     11     C1000___Ｈ-1000.0×600.0×28.0×50     3     1   SM400A________         1     1 

     2         0     11     C800____Ｈ-800.0×600.0×28.0×50.     3     1   SM400A________         2     2 

     3         0     11     C700____Ｈ-700.0×600.0×25.0×32.     3     1   SM400A________         3     3 

     4         0     11     C700A___Ｈ-700.0×600.0×25.0×38.     3     1   SM400A________         4     4 

 

図 2-7-15 特殊断面データの変更 

図 2-7-16 特殊断面データの変更 

2.7.4 要素データ

の出力
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

                 特殊断面データ一覧 

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 断面番号 状態  ファイバー数 形状番号 履歴番号  各種パラメータ

------------------------------------------ 

   1   0         32.000       3.000       1.000      10.000      10.000      60.000     100.000       

2.800       5.000       0.000 

                  0.000       0.000       0.000       0.000       0.000       0.000       0.000       

0.000       1.000       0.000       3.000 

   2   0         32.000       3.000       1.000      10.000      10.000      60.000      80.000       

2.800       5.000       0.000 

                  0.000       0.000       0.000       0.000       0.000       0.000       0.000       

0.000       2.000      32.000       3.000 

 

 リスト表示は、図 2-7-17 に示すメニュー[作成]→[要素データの出

力]で起動する。リストは、一度ファイルに出力され、「ワードパッド」

で自動的に表示される。ファイル名は、「ELEMENT_output」であり、コ

ントロールファイルが存在するフォルダーに出力される。 

 表示項目の中で、断面番号の次の状態は、図 2-7-13 で示されている

「現在の状態」を表し、「0」は有効を、「-1」は削除を意味する。 

 

 

 

 

 

 

図 2-7-17 要素データ出力メニュー 
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 本節では、解析の実行から解析結果を分析するプレゼンターの使用法

を簡単に学ぶ。詳細は、ユーザーマニュアルを参照されたい。演習とし

て、前節までに作成した解析モデルを用いて、静的解析を実際に実行し、

次に、プレゼンターを起動して結果を分析する。 

 

 
 
まず、静的解析用ソルバーは、SPACE のメニューから[ソルバー]→[静

的解析]‐[弾塑性解析]を選択することで起動する(図 2-8-1 参照)。 

 

 
 
 
メニューを選択するとソルバーが起動され、解析用の新しいウインド

ウが表示される。このウインドウ上で作成した構造物の応力解析を実行

する。まず、数値解析を実行する前に、解析経過を観測するために画面

に解析モデルを表示する。解析モデルを表示するために、メニューの[ウ

インドウ]→[解析画面]を選択する(図 2-8-2 参照)。 

 
 

2.8 静的解析の実

行と分析

2.8.1 静的解析の実

行

図 2-8-1「弾塑性解析」メニュー

図 2-8-2「解析画面」メニュー

ツールチップ を

押すことでも静的

ソルバーを起動す

ることができる。た

だし、線形解析が規

定値である。そのた

め他の解析を希望

する場合は、ソルバ

ー内で解析種別の

変更を行う必要が

ある。 
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あるいは、ウインドウ上で右クリックし、プルダウンメニューから解

析画面を選択することもできる。構造物がウインドウに表示された後、

再びウインドウ上で右クリックし、表示されたプルダウンメニューから

プロパティを選択し、解析表示の選択ダイアログから塑性ヒンジを表示、

軸力表示、ｙ軸回りの曲げモーメントなどを選択する（図 2-8-10 参照）。 

 

 
 

解析実行は、メニューの[操作]→[静的解析開始]か、またはツールバー

内の計算開始チップ*24をクリックする(図 2-8-4 参照)。 
数値解析が開始され、順調に計算が進むと、システムから次の順序で

メッセージが出力される(図 2-8-5 参照)。 
 

図 2-8-5 「計算確認」メッセージ 

*24  

図 2-8-3 解析画面と

解析モデル

図 2-8-4 解析開始

上のツールチッ

プを押して、ソリ

ッドモデルに変

更して表示する

ことができる。 
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解析途中の経過は、先に設定した解析モデル上に、変形状態、曲げモ

ーメント図、荷重状態が描画されて、図 2-8-6 のように示される。 

  
解析途中、図 2-8-7 に示すメッセージが出力され、計算が

中止される場合がある。これは、先に設定したデータに間違

いがあるか、もしくは、解析用パラメータにミスがある場合

に表示される。まずは、ソルバーのウインドウを閉じた後、

解析パラメータやファイルの入出力チェックを検査しよう。

次に、メニューから[表示]→[静的解析の途中経過の表示]

を選択し、出力された途中経過を分析して間違いを検討することができ

る。詳細は、リファレンスマニュアルを参照されたい。 

 
 

静的解析が正常終了した後、プレゼンターを使用して結果を分析する。

まず、プレゼンターを起動するために、メニューから[プレゼンター]

→[静的解析]を選択する(図 2-8-8 参照)。 

図 2.59 解析画面 

図 2-8-8 プレゼンターの「静的解析」メニュー 

2.8.2 静的解析

結果をプレゼン

ターで分析する 

図 2-8-6 解析経過を示

すウインドウ

図 2-8-7 「計算エラー」メッセージ

ツールチップ

を押すこと

でも静的プレゼ

ンターを起動す

ることができる
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プレゼンターが起動すると、新しいウインドウが立ち上がる。まず、

そのウインドウ上に解析モデルを表示させるために、メニューの[画面]

→[構造画面]を選択する。または、マウス右クリックからプルダウンメ

ニューを表示させ、構造画面を選択する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-8-9 プレゼン

ター起動画面

図2-8-10  解析モデ

ルのプロパティダイ

アログ
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構造画面が表示された後、再度ウインドウ上でマウスの右ボタンをク

リックし、プルダウンメニュー内のプロパティを選択する。解析モデル

の表示状態を決定するダイアログが図 2-8-10 のように表示される。こ

こでは、各種の描画状態を設定する。演習では、荷重・反力、塑性ヒン

ジ、Y軸周りのモーメントを表示させる。設定後、「OK」ボタンを押す。 
 アニメーション表示は、ツールバー内のスタートチップ*25をクリック

することで開始する。変形、曲げモーメントなどが、荷重の大きさに従

って変化する様子が動画として観察される（図 2-8-11）。後は、各種の

オプションを利用して、解析結果を分析する。これらのオプションにつ

いては、リファレンスマニュアルを参照されたい。 

以上で第 2章の演習は終了である。後は、新たな解析モデルを独自に

作成して、解析を実行してみよう。 

*25  

図 2-8-11  解析結果のアニメーション 


